
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
テ
ー
マ

「
男
女
共
同
参
画
の
　
　
　
　
　
　

　
　  
視
点
に
立
っ
た
地
域
づ
く
り
」

　

地
域
が
抱
え
て
い
る
課
題
は
い
ろ
い
ろ
。
安

心
・
安
全
で
暮
ら
し
や
す
い
地
域
社
会
を
築

く
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
パ
ネ
リ
ス
ト

か
ら
の
意
見
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

薩
摩
川
内
市
役
所

　
　
　
　
　

企
画
政
策
部
長　

永
田　

一
廣

　

市
制
施
行
10
周
年
、地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

協
議
会
制
度
が
定
着
し
て
き
て
い
る
。
合

併
と
同
時
に
男
女
共
同
参
画
基
本
条
例
を

制
定
し
た
が
、
手
詰
ま
り
感
が
あ
っ
た
。

女
性
50
人
委
員
会
は
、
サ
ー
ビ
ス
を
送
る

側
の
実
践
、
行
動
を
す
る
提
案
を
し
て
い

た
だ
き
、感
謝
す
る
と
と
も
に
心
強
く
思
っ

た
。
今
後
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に

女
性
の
参
画
を
期
待
す
る
。

女
性
50
人
委
員
会

第
５
期
会
長内

野　

久
子　

さ
ん

　

第
５
期
の
活
動
で
、
私
た
ち
自
身
で
何

が
で
き
る
か
を
協
議
し
、
地
域
づ
く
り
事

業
構
想
を
取
り
ま
と
め
た
。
す
で
に
実
践

さ
れ
て
い
る
上
村
修
さ
ん
に
、
苦
労
し
た

こ
と
や
取
り
組
ん
で
良
か
っ
た
こ
と
な
ど

を
教
え
て
ほ
し
い
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

福
祉
相
談
セ
ン
タ
ー
に
じ

　
　
　

理
事
長上

村　

修　

さ
ん

　

地
域
で
暮
ら
す
独
居
男
性
や
元
気
な
退

職
者
男
性
な
ど
、
気
に
な
る
男
性
の
居
場

所
と
役
割
創
出
の
た
め
、
平
成
23
年
か
ら

男
談（
だ
ん
だ
ん
）事
業
を
始
め
た
。
刃
物

研
ぎ
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
地
域

の
交
流
事
業
を
し
て
い
る
。
苦
労
し
た
こ

と
は
事
業
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
、
誰
に

理
解
し
て
も
ら
う
か
と
考
え
た
と
き
、
仲

間
同
士
だ
け
で
は
広
が
ら
な
い
と
考
え
、

自
治
会
長
や
民
生
委
員
の
方
た
ち
に
説
明

を
し
た
。
反
対
意
見
も
出
た
が
、
繰
り
返

し
丁
寧
な
説
明
を
す
る
こ
と
で
賛
同
者
も

多
く
な
っ
た
。

　

地
域
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
け
ず
、

パ
チ
ン
コ
を
す
る
こ
と
が
日
課
だ
っ
た
男

性
が
、
活
動
に
参
加
し
、
そ
の
男
性
の
妻

か
ら
感
謝
の
言
葉
を
も
ら
っ
た
と
き
は
う

れ
し
か
っ
た
。

高
来
地
区
コ
ミ
ュ
テ
ィ
協
議
会

健
康
福
祉
部
会
長

上
野　

恭
子　

さ
ん

　

な
で
し
こ
女
性
会
が
あ
る
。
女
性
か
ら

の
地
域
の
問
題
点
の
声
を
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
協
議
会
が
取
り
上
げ
て
く
れ
る
。
高

来
地
区
は
青
壮
年
会
活
動
も
活
発
で
、
川

祭
り
な
ど
地
域
事
業
が
楽
し
く
運
営
さ

れ
て
い
る
。
地
域
の
人
は
、
お
互
い
を
よ

く
理
解
し
て
い
て
声
を
掛
け
合
っ
て
い
る
。

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
に
は
い
つ
も

人
が
い
て
、
行
く
の
が
と
て
も
楽
し
い
。

高
来
地
区
の
人
口
は
減
っ
て
い
な
い
。
高

齢
者
の
方
々
に
も
積
極
的
に
声
掛
け
を
し

て
い
る
。

鹿
児
島
県
共
生
・
協
働
推
進
課
長

印
南　

百
合
子　

さ
ん

　

誰
に
と
っ
て
も
出
番
と
居
場
所
が
あ
る

共
生
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
企
業
、
学
校
、

行
政
な
ど
の
多
様
な
主
体
が
、
一
人
一
人

の
人
権
を
尊
重
す
る
男
女
共
同
参
画
の
視

点
に
立
っ
て
、
地
域
課
題
の
解
決
に
協
働

で
取
り
組
む
地
域
づ
く
り
の
実
践
を
重
ね

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

【
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
】

薩
摩
川
内
市
女
性
50
人
委
員
会

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

オ
フ
ィ
ス
ピ
ュ
ア
代
表

た
も
つ　

ゆ
か
り　

さ
ん

　

一
人
一
人
が「
地
域
生
活
者
」の
視
点
に

立
ち
ま
し
ょ
う
。「
地
域
生
活
者
」と
は
行
政

か
ら
み
た
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
人「
住
民
」

と
対
照
さ
れ
、
私
た
ち
は
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
側
で
あ
る
と
同
時
に
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
側
に
も
立
て
る「
人
」と
い
う
こ
と

で
す
。
多
様
な
一
人
一
人
の
声
を
自
治
に

反
映
さ
せ
、
人
権
の
視
点
を
明
確
に
し
た

具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
地
域
生
活
の
充
実

に
生
か
す
、
住
民
自
治
の
実
現
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

ダ
イ
ア
ロ
グ
カ
フ
ェ
　
　
　
　
　
　

〜
安
心
し
て
話
せ
る
場
〜

　

ダ
イ
ア
ロ
グ
カ
フ
ェ
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
と
い
う
体
験
型
の
学
習
方
法
を
用
い
て
行

わ
れ
ま
し
た
。
男
女
合
わ
せ
て
約
80
人
の
方

が
参
加
し
、
10
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
ま
し
た
。

次
の
２
つ
の
ル
ー
ル
の
も
と
、
参
加
者
一
人

一
人
が
多
様
性
を
認
め
合
い
安
心
し
て
話
せ

る
対
話
の
場
が
作
ら
れ
ま
し
た
。　　

ル
ー
ル
①【
守
秘
】

　
本
人
の
許
可
な
し
に
、
こ
の
場
で
話
し

た
こ
と
な
ど
、
他
の
場
で
話
さ
な
い
。

ル
ー
ル
②【
尊
重
】

　
自
分
の
意
見
を
い
う
時
は
、
他
者
の
意

見
を
否
定
、
非
難
せ
ず
に
伝
え
る
。

　

性
別
、
年
齢
、
職
業
な
ど
の
属
性
に
関

わ
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
、
女
性
50
人

委
員
会
の
活
動
発
表
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

☆�

私
の
地
域
で
は
、
元
自
治
体
職
員
、
元

自
衛
官
、
元
警
察
官
、
元
教
員
だ
っ
た

男
性
が
中
心
と
な
り
地
域
活
動
の
中
身

を
決
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
実
際
に
そ

れ
を
支
え
て
い
る
の
は
女
性
た
ち
で
す
。

☆�

私
の
地
域
で
は
自
治
会
長
は
ず
っ
と
同

じ
男
性
で
、
男
性
主
体
の
地
域
運
営
が

続
い
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
女
性
が
参

加
し
づ
ら
く
、
意
見
を
出
し
て
も
そ
れ

が
反
映
さ
れ
に
く
い
現
状
が
あ
り
ま
す
。

☆�

年
配
の
人
の
み
が
運
営
方
法
を
決
め
て

し
ま
う
と
、
若
い
世
代
は
関
心
を
持
て

な
い
。
若
い
世
代
も
意
見
を
言
え
る
よ

う
な
話
し
合
い
の
場
、
雰
囲
気
が
あ
れ

ば
い
い
の
に
と
思
い
ま
す
。

☆�

女
性
が
参
加
す
る
と
し
た
ら
地
域
で
の

炊
き
出
し
の
場
ぐ
ら
い
で
す
。

☆�

地
域
行
事
は
、
集
ま
れ
る
人
だ
け
で
な

く
、
集
ま
れ
な
い
人
に
も
注
目
す
る
こ

と
が
大
切
。
こ
う
考
え
る
こ
と
で
、
い

ろ
い
ろ
な
人
の
生
活
上
の
悩
み
や
課
題

に
対
応
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

☆�

地
域
の
中
で
は
、
女
だ
か
ら
、
よ
そ
の

地
域
か
ら
来
た
人
だ
か
ら
と
い
う
思
い

込
み
に
よ
っ
て
、
そ
の
人
自
身
の
個
性

や
能
力
を
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
場

面
が
多
く
あ
り
ま
す
。

☆�

今
日
は
同
じ
グ
ル
ー
プ
の
人
が
話
を
遮

る
こ
と
な
く
最
後
ま
で
聴
い
て
く
れ
た

か
ら
、
年
齢
の
若
い
、
し
か
も
女
性
で

あ
る
自
分
で
も
積
極
的
に
話
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

＊�

今
回
掲
載
し
た
参
加
者
の
つ
ぶ
や
き
は
、

男
女
共
同
参
画
政
策
事
業
な
ど
に
活
用
す

る
こ
と
に
つ
い
て
許
可
を
得
て
い
ま
す
。

一人一人が対等に　　　　　　　
対話をする

ワークショップデザイナー
髙﨑　恵　さん

　私たちは、人との違いを恐れ、同調圧力
をかけ合い、個人の多様性を認め合えなかっ
たり、対等でない関係を作ってしまったり
しています。例えば、「同じ地域に住んでい
るのだから参加するのは当たり前」と、本来
参加、不参加を自分で決められるはずの地
域活動が半強制的になってしまいます。「男
性は先頭に立って物事を決める、女性はそ
の補助」と、性別によって役割を決めつけて
しまうと、女性が自ら意見を発信しにくく
なる。その結果、個人の多様な生き方を尊
重できなくなってしまいます。
　また、話し合いでは、Ａという意見とＢ
という意見が出た時、意見を戦わせて討論
になり、多数決によってそのどちらかに決
めることが多くないでしょうか？もしもＡ
が多数派だった場合、少数派Ｂの意見は反
映されず、Ｂの人々は参加に消極的になっ
てしまいます。これでは、いつも同じ人が
運営を決め、他の人はそれに従う形となり、
地域の多様性を認め合えない雰囲気が生ま
れてしまいます。そうではなく、ＡとＢと
いう考えから新しくＣという考えを生み出
すため、対話をすることが大切です。自分
の気持ちを我慢したり、逆に自分の意見を
押し通そうとするのではなく、自分の人権
を尊重しつつ、相手の人権も侵害すること
なく、一人一人が対等に発言できることが、
多様な地域課題を解決するための鍵となり
ます。対話をした結果が、限りなくＡに近
いＢであったり、その逆であったり、全く
異なる結論になったとしても、対話を経て
決めたことにはそれぞれの意見が反映され
ているため、みんなが参加できる可能性を
作ることができます。　　

他者に対するまなざしを変える

　私たちは、地域の中で、男だから、女だ
から、高齢者、障がいがある人だから…と
その人が持つ属性の一部分だけを見て、そ
の人を疎外したり、その人が持つ能力を生
かす機会を奪ったりしてしまうことが多く
あります。そうではなく、例えば、料理が
得意な男性が地域での炊き出しに参加でき
る雰囲気づくりや、女性も気兼ねなく意見
を出し合える話し合いの場を作ることが大
切です。また、さまざまな世代、立場の人々
が気軽に集まり親交を深めることのできる
居場所の提供をしたり、地域との関わりが
希薄な人へ向けられがちな「あの人はいつも
不参加だ ･･･」といった視点を、「不参加で
ある人にはどういった参加の仕方があるの
か」というまなざしを変えることも大切で
す。

参
加
者
の
つ
ぶ
や
き
（
地
域
で
日
頃
か
ら
思
っ
て
い
る
こ
と
、
経
験
し
て
い
る
こ
と
）

ファシリテーター（進行役）から
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